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 新年あけましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になり誠に有難うございま

す。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 さて当DAFSで開発してまいりました環境物質データ作成自動化のためのソフト開発が

完了し、昨年 10 月より会員の皆様からの受託を本格的に開始した結果、10～12 月四半期

では 768 件（AIS & chemSHERPA 合計）の依頼を受けるまでに至りました。 

 

(I) 標準 IC（成分表 20 行以下） 上記件数の大部分がこのカテゴリー 

(I)以外の下記製品について 2018 年 1 月より受注開始の運びとなりました。 

(II) 光モジュール、SAW フィルター等類似な行数の製品（成分表 40～150 行） 

(III) SD カードと類似な行数の製品（成分表 500～1000 行） 

 グループ（I）の例     グループ（II）光モジュールの例  グループ（III）の例 

                    

＜グループⅠ＞ 

（注1） chemSHERPA データ作成のご依頼を頂いた場合、データ送信時に AIS データも提供します。 

（注2） 一般情報： 

提出元や依頼者（顧客）情報の自動転記が可能ですので、 

商流移管や顧客のモデル変更時など、大量の回答作業を実施するときに大変便利です。 

（注3） 現状完全自動変換可能なメーカーは６社ですが、6 社以外で 13 社の製品もテスト済みで 

問題なく変換出来ます。これらのメーカーに関して将来自動変換機能が必要となった時にソフ

ト対応致します。 

（注4） 北米系メーカーに多い IPC フォーマットにも問題なく対応可能です。 

 

＜グループⅡ、Ⅲ＞ 

（注1） グループ（III）に分類される製品のデータ作成には、各商社様では 3～4 日程度必要とのこと

を聞いております。DAFS EIC に依頼して頂ければ、効率化が図れます。これはグループ（II）

の製品も同様です。 

（注2） グループ（II）及び（III）はそれぞれグループ（I）とは異なる料金設定をしています。 

詳しくは、お問い合わせください。 

 

さらに取扱い品種を増やす計画で、例えばコネクター対応・顧客独自様式へのご希望があれば、また 

データ作成デモ見学をご希望される方は下記へご一報ください。 

 （一社）日本半導体商社協会 

  DAFS 環境情報センター TEL：03-5350-6860 

  角田（tsunoda@dafs.or.jp） 古野間（konoma@dafs.or.jp）  
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